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六
四

『
摂
大
乗
論
』

に
お
け

る
出
世
間
心

の
生
起

佐

藤

俊

哉

『摂
大
乗
論
』
で
は
転
識
の
根
底
に
あ
る
ア
ー
ラ
ヤ
識
の
存
在
を
い
く

つ
か
の
観
点
か
ら
論
証
し
て
い
る
。
そ
の
中
仁
、
出
世
間
心
の
生
起
仁

つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
く
部
分
が
あ
る
。

最
清
浄
法
界
等
流
の
聞
薫
習
の
種
子
よ
り
、
そ
れ

(出
世
間
心
)
は
生
じ

る
。
(
1
)

『
成
唯
識
論
』
仁
よ
れ
ば
、
種
子
新
蕪
説

の
立
場
仁
た
つ
難
陀

・
勝
軍

等
は
、

こ
の
部
分
を
引
用
し
て
無
漏
種
子
も
新
蕪
で
あ
る

と

主
張

す

(2
)

る
。
そ
れ
仁
対
し
て
本
有
説
が
主
張
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
世
親
が
最

清
浄
法
界
等
流
を
所
説

の
法
で
経
等
で
あ
る
と
註
釈
す

る

の

仁
対
し

(
3
)

て
、
そ

の
説
は
対
象
的
思
惟
の
立
場
仁
あ
る

と

し

て
批
判
さ
れ
る
な

ど
、
問
題
点

の
多

い
箇
所
で
あ
る
。
鍮
伽
行
唯
識
派
仁
お
け
る
究
極
の

目
標
が
浬
葉
と
菩
提
の
証
得
仁
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
出
世
間
心
の
生

起

仁
関
す
る
考
察
は
、
そ
の
根
幹
仁
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
本
稿
で
は
そ
の
点
を
、
無
著

の
著
作
と
さ
れ
る

『摂
大
乗
論
』
よ

り
、
註
釈
書
を
参
考
仁
し
な
が
ら
み
て
い
く

こ
と
仁
す
る
。

玄
葵
訳
で
い
う
な
ら
ぽ

「
彼
果
智
分
」
仁
お
い
て
、
法
身

の
常
住
が

説
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
法
身
は
時
間
的

仁
無
限
定
と
考
え
ら
れ

て
い
る
が
、
真
諦
訳
の
世
親
釈
仁
は
次
の
よ
う

仁
あ
る
。

二
切
衆
生
在
於
生
死
。
無
有
衆
生
本
無
法
身
。
恒
与
法
身
相
応
故
。
此
相
応

無
始
法
自
然
成
。
如
此
相
応
説
名
為
得
。
此
得
非
触
得
。
非
根
識
所
証
故
。

為
離
相
応
得
故
立
此
問
。
如
経
言
於
衆
生
聚
中
。
無
衆
生
在
法
身
外
。
如
無

(4
)

一
色
在
虚
空
外
。
以
二
切
衆
生
皆
不
離
法
身
故
。
法
身
於
衆
生
本
来
是
得
。

玄
装
訳

・
笈
多
共
行
矩
等
訳
仁
比
較
し
て
、
真

諦
訳
仁
は
独
自

の
解
釈

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
出
世
間
心
の
生
起

仁
つ
い
て
考
察
す
る
上
で
示

唆
に
富
む
内
容
を
有
し
て
い
る
。
引
用
文
仁
よ
れ
ば
、
す
べ
て
の
衆
生

は
常
仁
法
身
と
相
応
し
て
お
り
、
そ
の
場
合
の
相
応
を
得
と
称
し
て
い

る
。
さ
ら
仁
経
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
衆
生
が
法
身

の
外

仁
存
在
し
な

い
の
は
、
あ
た
か
も
色
が
虚
空
外

仁
存
在
し
な

い
の
と
同
様
で
あ
る
と

註
釈
す
る
。
こ
の
部
分
は
法
身

の
常
住
と
い
う

「彼
果
智
分
」

の
所
説

仁
対
し
て
、
衆
生
と
の
関
係
か
ら
的
を
射
た
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。

法
身
と
衆
生
の
相
応
を
説
く

の
は
如
来
蔵
思
想

の
特
色
と
考
え
ら
れ
る

が
、
真
諦
訳
仁
よ
れ
ぽ
、
得
と
触
得
と
い
う
二

つ
の
表
現
が
用
い
ら
れ
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て
お
り
、
根
識

の
所
証
で
は
な
い
の
で
得
は
触
得
で
は
な
い
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

こ
の
点
仁
関
し
て
、
「
入
所
知
相
分
」
で
は
法
界

の
現

証

が
、
無
分

別
智
、

円
成
実
性

へ
の
悟
入
と
共
仁
説
か
れ
て
お
り
、
さ
ら
仁

一
つ
の

偶
頒
を
挾
ん
で
次
の
よ
う
仁
説
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
仁
、
こ
の
菩
薩
は
唯
識
性
仁
悟
入
す
る
の
で
所
知
相

仁
悟
入
す

る
。
そ
れ
仁
悟
入
す
る
の
で
歓
喜
地
仁
悟
入
す
る
。
法
界
仁
よ
く
通
達
し
、

如
来
の
家
仁
生
じ
、
す
べ
て
の
衆
生
と
心
平
等
、
す
べ
て
の
菩
薩

と
心
平

等
、
そ
し
て
、
す
べ
て
の
仏
と
心
平
等
を
得
る
。
そ
れ
が
、
そ

の

(菩
薩

(
5
)

の
)
見
道
で
あ
る
。

『
摂
大
乗
論
』
に
よ
れ
ば
唯
識
性
仁
悟
入
す
る
目
的
は

一
切
智
智
を
獲

得
す
る
た
め
で
あ
る
が
、

こ
の
歓
喜
地
仁
悟
入
す
る
こ
と
仁
よ

っ
て
、

法
界

仁
通
達
し
、
如
来
の
家
仁
生
じ
る
こ
と
仁
な
る
。
歓
喜
地
仁
関
す

る
描
写
を
、

こ
こ
で
は
註
釈
書
を
参
考
仁
し
な
が
ら
み
て
い
く
と
、
ま

ず
世
親
釈
仁
は
次

の
よ
う
仁
あ
る
。

す
べ
て
の
仏
と
心
平
等
を
得
る
、
と
い
う
の
は
、
そ
の
分
位
で
諸
仏
の
法
身

が
得
ら
れ
る
こ
と
で
、
そ
れ

(法
身
)
を
得
る
こ
と
仁
よ
っ
て
、
す
べ
て
の

(6
)

仏
と
心
平
等
が
得
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、

無
性
釈
を
参
照
す
る
と
次
の
よ
う
仁
あ
る
。

す
べ
て
の
仏
と
心
平
等
を
得
る
、
と
い
う
の
は
、
彼
の
法
身
を
自
ら
も
ま
た

(7
)

得
る
、
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

「
入
所
知
相
分
」
仁
よ
れ
ば
、
菩
薩
は
歓
喜
地
仁
悟
入
す
る
こ
と
仁
よ

っ
て
、
す
べ
て
の
仏
と
心
平
等
が
得
ら
れ
る
が
、
世

親

釈
、
無

性

釈

仁
、
諸
仏
の
法
身
が
得
ら
れ
る
、
あ
る
い
は
彼

の
法
身
を
自
ら
も
ま
た

得
る
、
と
あ
る
よ
う
仁
、
二
人
の
註
釈
者
は
同
趣
意
の
こ
と
を
述
べ
て

い
る
。
先
仁
引
用
し
た
真
諦
訳
の
世
親
釈
仁
、
法
身

の
得
の
み
な
ら
ず

触
得
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
法
界
が
現
証
さ
れ
る
こ
の

歓
喜
地
仁
、
出
世
間
心
が
生
起
す
る

一
つ
の
転
換
点
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
さ
ら
仁
留
意
す
べ
き
点
と
し
て
、
無
性
釈
は

「
す
べ
て
の
衆
生

と
心
平
等
を
得
る
」
を
、
す
べ
て
の
衆
生
は
如
来
蔵
で
あ
る
と
註
釈
す

(8
)
る
。

こ
の
分
位
仁
到

っ
て
法
身
が
得
ら
れ
、
そ
れ
と
同
時
仁
如
来
蔵
と

(9
)

い
う
こ
と
も
了
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
仁
鍮
伽
行
唯
識
派
の
如
来

蔵
仁
対
す
る
解
釈

の
一
端
が
示
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
こ
ま
で
は
見
道
を
中
心
仁
み
て
き
た
が
、
出
世
間
心
す
な

わ
ち
正
見
は
、
他
の
言
音
、
そ
し
て
各
自

の
如
理
作
意
と
の
二
つ
の
因
仁

よ

っ
て
生
じ
る
と
さ
れ
る
。
「彼
果
智
分
」
仁
よ
れ
ば
、
諸
仏

の
法
界
は

あ
ら
ゆ
る
時

仁
五
業

(災
横
・
悪
趣

・
非
方
便

・有
身

・
乗
か
ら
の
救
済
)

(1
0
)

を
有
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
法
界
自
体
仁
は
た
ら
き
が
あ
る
と
捉
え
ら

れ
て
い
る
が
、
『摂
大
乗
論
』
で
は
聞
蕪
習
を
は
じ
め
と
し

た

種

々
な

る
実
践
的
概
念
が
随
所
仁
説
か
れ
て
お
り
、
法
身
は
鍮
伽
行
者

の
主
体

的
努
力
仁
よ
っ
て
得
ら
れ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
そ
し
て

「
彼
果
智

分
」
で
は
、
法
身
は
ア
ー
ラ
ヤ
識
を
転
ず
る

こ
と
仁
よ

っ
て
得
ら
れ
る

と
説
か
れ
て
い
る
。
「所
知
依
分
」
で

は

『
阿
毘
達
磨
大
乗
経
』
の
偶

頒
と
し
て
著
名
で
あ
る

「
無
始
時
来
の
界
は

一
切
の
法
の
等
し
く
所
依

『
摂
大
乗
論
』
仁
お
け
る
出
世
間
心
の
生
起

(佐

藤
)
 

六
五
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『
摂
大
乗
論
』
仁
お
け
る
出
世
間
心
の
生
起

(佐

藤
)
 

六
六

と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
が
あ
る
の
で
一
切
の
趣

(輪
廻
)
が

あ

り
、
ま
た
渥
架

の
証
得
も
あ
る
」
を
、
ア
ー
ラ
ヤ
識

の
教
証
と
し
て
引

用
す
る
。
こ
の
偶
頒
が

『
宝
性
論
』
仁
も
引
用
さ
れ
る
点
仁
つ
い
て
は

(
1
1
)

省
略
す
る
が
、
「無
始
時
来

の
界
」
は

一
切
の
趣
と
浬
藥

の
所
依

と

さ

れ
る
。
染
と
浄
と
い
う
異
質
な
も
の
が
、

こ
の

「
無
始
時
来
の
界
」
を

依
り
ど

こ
ろ
と
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
無
著
自
身
、

ア
ー
ラ
ヤ
識
は
諸

の
雑
染
法
の
因
で
あ
る
と
し
、
法
身
は
そ
れ
を
転
ず
る
こ
と
仁
よ

っ
て

得
ら
れ

る
と
述
べ
て
い
る
。
「彼
果
智
分
」
で
は
そ
の
点
を
次

の
よ

う

仁
説
い
て
い
る
。

諸
仏
の
法
身
仁
い
か
な
る
相
が
あ
る
の
か
。
略
説
す
れ
ば
、
五
相
が
あ
る
と

知
る
べ
き
で
あ
る
。
転
依
を
相
と
す
る
、
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
障
磯
の
あ
る
雑

染
分
に
属
す
る
依
他
起
性
が
転
滅
さ
れ
る
な
ら
ば
、
あ
ら
ゆ
る
障
磯
よ
り
解

脱
し
て
、
す
べ
て
の
法
仁
対
し
て
自
在
仁
住
す
る
。
(す
な
わ
ち
)
清
浄
分

(
1
2
)

仁
属
す
る
依
他
起
性
仁
転
ず
る
か
ら
で
あ
る
。

引
用
文

仁
よ
れ
ば
転
依
を
、
雑
染
分
に
属
す
る
依
他
起
性
か
ら
清
浄
分

に
属
す
る
依
他
起
性
と
捉
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
法

身

の
証

得

は
、
依
他
起
性
仁
お
い
て
、
雑
染
分
か
ら
清
浄
分

へ
の
転
換
を
条
件
と

し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
「所
知
相
分
」
で
は
、
い
わ
ゆ
る
二
分

依
他
の
思
想
が
説
か
れ
て
お
り
、
「果
断
分
」
で
は
そ

の
思
想
を

取

り

入
れ
る
こ
と
仁
よ
っ
て
無
住
庭
捏
繋

仁
つ
い
て
説
述
す
る
。
そ
こ
で
は

輪
廻
を
雑
染
分
仁
属
す
る
依
他
起
性
と
し
、
浬
葉
を
清
浄
分
仁
属
す
る

依
他
起
性
と
し
て
、
相
対
す
る
概
念
が
依
他
起
性
を
媒
介
仁
論
じ
ら
れ

て
お
り
、
依
他
起
性
が
二
分
に
属
す
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
転
依

と
は
、
そ
の
依
他
起
性
が
雑
染
分
か
ら
清
浄
分

仁
、
質
的
仁
転
換
す
る

こ
と
で
あ
る
。
真
諦
訳
の
世
親
釈
仁
み
ら
れ
る
解
釈
は
、
『摂
大
乗
論
』

の
こ
の
よ
う
な
所
説
仁
よ
る
も
の
と
思

わ
れ

る
。
(な
お

『摂
大
乗
論
』

仁
お
い
て
、
聞
重
習
の
種
子
は
下
中
上
品
い
ず
れ
も
法
身
の
種
子
で
あ
る
と
説

か
れ
て
い
る
が
、
紙
幅
の
制
約
よ
り
そ
の
点
仁
つ
い
て
は
省
略
す
る
。
)
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.
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.
 

2
 

結
城
令
聞

『
心
意
識
論

よ
り
見
た

る

唯

識

思

想

史
』
六

二
八
頁
-
六

三
〇
頁
、

六
五
〇

頁
-
六

六
〇
頁

東
方
文
化
学
院
東

京
研
究
所

昭
和

一
〇
年
。

3
 

玉
城
康

四
郎

「
未
来

仁
わ
た

る
仏
教
学

転
換

の
根
本
課
題
-
新

教
相
判
釈

論
-
」

日
本

大
学
人
文
科
学
研
究
所
研

究
紀
要
三

二

一
六
頁
-
一

九
頁

一
九

八
五
。
同

『
仏
教

の
思
想
 

1

原
始
仏
教
』

二
二
頁
-
一

五
頁
、

五
四
頁
-
五

六
頁
等

法
蔵
館

昭
和

六
〇
年
。

4

大

正
三

一

二
五
二
頁

b
。

5

ラ
モ

ッ
ト
前
掲
書

五
三
頁
。

6

北
京
版
西
蔵
大
蔵
経
-
以

下
、
北
京
と
略
す
-
一

一
二

二
九
四
頁

c
、
な

お
世
親

は
、
彼

の
法
界
と
自

己
の
法
界
と

の
無
差
別
を
み

る
こ
と
、

と
も
註
釈
す

る

(
北
京

一
一
二

二
九

二
頁

e
)
。
7

北
京

一

二

二

二
八
頁

b
。

8

同
上
、

た
だ

し
玄
奨
訳

仁
は

「
衆
生
」

で
は
な
く

「
諸
法
」
と
あ

る
。

す
な
わ

ち

「
一
切
諸
法

皆
如
来
蔵
」
(
大
正

三

一

四

一
六
頁

b
)
。
9

こ
の
点

仁
つ
い
て
は
本
性
清
浄
、

無
垢
清
浄

を

説

く
四

種
清
浄
法

の
項
お

よ
び
註
釈
書
を
参
照
。
1
0

世
親

・
無
性

は
、

法
界
と

は
法
身

で
あ

る
と
註
釈
す

る

(北
京

一
一
二

三
〇
七
頁
b
、

同

一
二
二
四

八
頁
d
)
。

1
1
高
崎
直
道

『
如

来
蔵
思
想

の
形
成
』
三
五
〇

頁
-
三

六
六

頁

春
秋
社

昭
和
四
九
年
等

を
参
照
。

12

ラ
モ
ヅ
ト
前
掲
書

八
四

頁
。

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>
 
法
身
、

触
得
、

法

界

(
大
正
大
学
副
手
)
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